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⽇本循環器協会とは

⽇本循環器協会は
⽇本循環器学会、⽇本⼼臓財団とともに活動し
循環器病患者・家族、⾃治体や企業との連携を基盤として

循環器病診療と研究のプラットフォームの役割を担う新組織です。
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「架け橋」としての組織

〜ロゴマークに託す想い〜

① ⽇本循環器協会は「患者」「医療者」「企業」を結ぶ架
け橋になります。

② ⽇本循環器協会は「⽇本循環器学会」「⽇本⼼臓財団」
とともに循環器疾患の撲滅を⽬指します。

l ロゴマークの3⼈は「患者」「医療者」「企業」
による三位⼀体の精神を表します。

l ハートは「⼼臓病」と「こころ」、そして包み込
む⼿は「温かなサポート」を表します
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循環器病の撲滅にむけた法律が成⽴しました
http://www.junkankitaisaku-motomerukai.org/nece

脳卒中・循環器病対策基本法施⾏
（”健康寿命の延伸等を図るための脳卒中、⼼臓病その他の循環器病に係る対策に関する基本法”）

令和元年12⽉1⽇

令和元
年
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循環器病には「協会」がなかった

糖尿病 腎臓病 循環器病

学会

財団

協会 なし

循環器病領域においては患者や企業、⾃治体との連携が限定的です9



学会が解決困難な諸問題を協会は解決できます
これまで

企業

⽇本循環器学会
不整脈の学会

⾎管内治療の学会

⼼不全の学会

循環器看護の協会

在宅医療 …など

家族 患者
⾃治体

「声を伝える接点がもっとほしい」
「専⾨的な意⾒を聞きたい」
「院外でもサポートがほしい」

「予防啓発事業を委託できる団体がほしい」
「どの団体に委託すればいいの︖」

「医療者・患者と共同作業ができる場
がほしい」
「市販後調査の窓⼝がほしい」

多様な循環器関連団体

制度上の障壁

これから

⽇本循環器学会

家族 患者

⾃治体

企業

多様な循環器関連団体

⽇本循環器協会

- 多職種各団体との連携が強化されます︕
- 全団体にとってWin-Winの関係です︕

連携 連携

連携

連携

マスメディア

「重要な問題をより広く社
会に広めたい」
「市⺠の⽬線で伝えたい」

マスメディア

連携
情報公開
広報⽀援

不整脈の学会

⾎管内治療の学会

⼼不全の学会

循環器看護の協会

在宅医療 …など
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学会がリーチできない場所をカバーします

ステージA ステージB ステージC ステージD

⽣活習慣病を
未然に防ぐ

予防チャンス① 予防チャンス② 予防チャンス③ 予防チャンス④

⽣活習慣病を
コントロールする

循環器病の
進⾏を⽌める

再⼊院を
回避する

⾷事と運動 ⾷事と運動
＋服薬

⾷事と運動
＋服薬
＋検査・治療

⾷事と運動
＋服薬
＋検査・治療
＋⼊院・リハ

緩和ケア
終末期ケア

QOLを
保つ

予防啓発が
とくに有効

地域包括+多職種連携が
とくに有効

⼀般内科
外来

循環器内科
外来

循環器内科
⼊院

循環器内科
⼊院・在宅

家庭内

協会の関与 循環器専⾨医の関与

「⼼不全は4回予防できる」

⼼不全のステージ分類 →

⼼不全の経過 →

場所 →

⽬標 →

⽅法 →

関与の割合 →

治療の

11



⽇本
循環器
協会

予防
啓発

患者
連携

⼈材
育成

医療
連携

調査
研究

国際
交流

- ⼀般向け及び企業向けセミナー
- ハートの⽇（8/10）シンポジウム
- SNSを利⽤した国⺠向け予防啓発

- 広報・啓発資料の制作・配布
- 医療産業向けレクチャー会

- 患者・家族の療養サポート
- 予防及び治療に関する知識の普及啓発
- 患者⽀援のためのチャリティ活動

- チーム医療ネットワークの形成
- 循環器病メディカルスタッフ育成

- 産学/患者団体連携に基づく調査研究
- 医薬・デバイスの市販後調査
- 基礎・臨床研究⽀援

⼼不全は4回予防できる︕

家族 患者

⾏政と企業

- 国外他団体との交流
- 国際イベントの開催

- 急性期から慢性期まで
シームレスな医療連携

事業活動「7つの柱」を推進します
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⽇本循環器協会の関連団体

⽇本医師会

循環器病対策
推進協議会

⽇本循環器看護学会

在宅医療

⼈間ドック・健診

家族 患者

⽇本脳卒中協会

患者会

協会理事を構成する団体

病院
企業

院内← →院外 院”外”における諸団体との連携により予防啓発と患者サポートが加速︕

CVIT（⾎管内治療）

⽇本⼼不全学会

⽇本⾼⾎圧学会

⽇本⼼臓病学会

⽇本⼼臓⾎管外科学会

⽇本⼩児循環器学会

⽇本不整脈⼼電学会

など

など

地⽅⾃治体

製薬企業

デバイス企業

マスメディア
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コロナ禍の今だからこそ必要です

https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20201030-OYTET50000/2/

コロナ禍における
受診⾏動・医療サービスの特徴
1.ステイホーム→
2.コロナ の疾患の
3.コロナ感染者の

病院機能の低下

地域包括⽀援
在宅⽀援の需要増加

院外での連携した活動こそが、いのちを救います 14





http://dx.doi.org/10.1136/openhrt-2020-001497


まとめ

• 循環器病は”いま”対策が必要な⼤きな課題です。

• 循環器病領域には「協会」がないため、患者やサポート企業、⾃治
体との連携が限定的です。

• ⽇本循環器協会は循環器病専⾨医のみならず、在宅医療、健診、
患者会、企業、看護、メディアを含めた多職種で構成されます。

• 協会事業（啓発、療養サポート、調査、交流など）を通じて、患
者・家族、⾃治体、企業との連携が加速することによって、循環器
病の予防、診療、研究が進みます。

• コロナ禍が続く今こそ必要な医療補助システムです。
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